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クールジャパン政策がホームゲーム型（訪日外国人による日本での消費＋母国での継
続的な需要創出）に舵を切る中、国内イベントの開催を通して、クールジャパン要素
を強化し、文化と経済の好循環創出を進めるとともに、地域の魅力発信を一層強化す
ることで、消費拡大による地域活性化とオリパラの機運醸成に繋げていく。

クールジャパン政策における
オリパラに向けた機運醸成の主な取組について

① 技術革新等によるクールジャパン要素の強化
（１）カウントダウン・ショーケース
（２）No Maps 2018

② 地域活性化に資する地域の魅力発信の強化
（３）専門家招聘型プロデュース支援事業
（４）旅するマーケット/Waku Waku Nippon
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（１）カウントダウン・ショーケース
オリパラが開催される2020年に社会実装されているであろう世界最先端の日本の技術等を
一堂に集め、国内外のVIP等が実際に体験できる企業合同技術展示会。
外国人観光客の訪日時における一連の動線とストーリーを実機で具体的に体験でき、オリ
パラの機運も醸成する（入国/街中移動/都心/競技観戦/地方観光のゾーン別に展示）。

（9月に東京にて開催） （11月に福岡にて「第35回伝統的工芸品月間国民会議全国大会」と併催）3



音楽ライブ・映画祭など

（２）No Maps 2018
米テキサス州オースティンで毎年開催されるSXSW（サウス・バイ・サウス・ウェスト）
の日本版。オリパラ会場都市でもある札幌を舞台に、北海道から「新しい価値・文化・社
会の姿」を提案する「地域経済牽引事業」の創出を図る。

ビジネス交流会

「札幌・北海道を実証実験・社会実装の聖地にする」というビジョンを掲げ、
実証実験の場である「No Maps Future Lab」の取組を強化していくととも
に、Meet-upに力を入れ、多様な人材の交流の場を創出。
「平昌五輪におけるテクノロジー活用」や「スポーツとテクノロジーが融合した
新たなビジネス」等をテーマにしたカンファレンスを開催。地域における新たな
スポーツビジネスの創出・活性化を推進。
北海道経済産業局も主催者の一員としてNo Maps実行委員会に参画。

スポーツ×ITセミナー

札幌・北海道を先端技術の実証地として活用新技術・コンテンツの展示

先端技術に関するﾋﾞｼﾞﾈｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

VRフェンシングの体験

ロボットを活用した買い物体験

スポーツ×IT

4

期間：10/10(水)～14(日)

来場：22,539人

概要：カンファレンスや展示等の
105事業を32会場で展開



（３）専門家招聘型プロデュース支援事業
日本の技術力や日本人の感性を掛け合わせた「日本らしい」魅力ある商材やサービスを取
扱う中小企業等が、海外消費者の感性やニーズ等に詳しい外部人材（プロデューサー）を
活用し、海外需要（インバウンドを含む）の獲得を行う取組みを支援。
同時に、この取り組みを日本国内の事業者・関係者に広く周知することで、海外需要獲得
を目指す機運とともに、オリパラの機運をも醸成する。

https://brandlandjapan.com/

“hibi 10MINUTES AROMA” 
1国1代理店体制確立に向けた代理店開拓

兵庫県の地場産業のひとつであるマッチ製造。『マッチで火を灯
す行為』を文化として語り継ぐため、着火具を使わないお香
“hibi 10MINUTES AROMA”を誕生させた。“hibi”が国内外でお
香の代名詞となることを願い、全世界に“お香を擦って使う文化”
を浸透させていく。

＜平成30年度採択プロジェクト事例＞
訪日外国人を商店街に呼び込む
「円頓寺商店街の下町暮らし体験プログラム」

今も名古屋下町の人柄と昭和時代の懐かしい雰囲気が残る円頓
寺・円頓寺本町商店街で、自社の経営する喫茶店・ゲストハウス
と、これまで訪日外国人向け着地型観光ツアーの企画・販売を手
掛けてきたノウハウを活用し、地元民と触れ合いながら古き良き
下町感の残る商店街の暮らし
と遊びを体験するプログラム
を開発。
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 新虎通り（旅するマーケット）
三重県菰野町、鈴鹿市、桑名市が2018年7月、11月に
地域PRイベントを実施。農産物・パンマルシェ、創作
料理の提供、地酒やかき氷のふるまい、足湯、伝統工芸
に触れるワークショップ、蔵元のトークショー、日本酒
販売などを展開。2019年1月から兵庫県宍粟市が「新虎
通り」歩道上の施設で食を中心に3か月間PR出展。

（４）旅するマーケット/Waku Waku Nippon
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オリパラ首長連合※が、地方への観光誘発や地域活性化を図るべく、日本全国の魅力ある
コンテンツを国内外に発信する事業。2020年のオリパラ開催時にシンボルストリートと
なる新虎通りでは、自治体が食・体験・マルシェという３つのテーマに沿って事業を展開。
日本の空の玄関口、羽田空港では、全国各地の魅力ある文化や地域の特色・多様性を伝え
るべく、体験型コンテンツ、特産品・工芸品の販売など各地の魅力・特色をPR。経産省も
オリパラ首長連合と連携を図りながらbeyond2020プログラム認証を行う等側面的に支援。

 羽田空港（Waku Waku Nippon）
空港内のモニターやパネル、羽田空港SNS等を通じてイベント周
知を図り、多くの訪日外国人を含め、1日あたり平均3,000人
超もの観光客が来場。

※ 2020年東京オリンピック・パラリンピックを活用した地域活性化推進首長連合：
東京オリパラを契機として地域の魅力を発信するとともに、地域活性化に向けた取組
を広域的に連携しながら戦略的かつ効果的に実践するために結成された自治体連合。
三条市の國定市長を会長とし、平成30年12月現在で573自治体が加盟。
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